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千
石
豆
は
、
つ
る

ま
め
や
フ
ジ
マ
メ
と

も
呼
ば
れ
、「
加
賀
の

つ
る
豆
」
と
し
て
加

賀
野
菜
の
一
つ
に
認

定
さ
れ
て
い
て
、
小

松
市
を
中
心
に
栽
培

さ
れ
て
い
る
。
莢（
さ

や
）
全
体
に
短
い
産

毛
が
生
え
て
い
て
、

こ
れ
が
他
の
野
菜
に
は
な
い
、
独
特
の
食
感
を
生

み
出
す
。
ま
た
こ
の
産
毛
の
お
か
げ
で
、
汁
の
絡

み
が
良
く
、
小
松
で
は
主
に
煮
物
と
し
て
、
ナ
ス
や

油
揚
げ
な
ど
と
煮
て
食
べ
る
こ
と
が
多
い
が
、
天

麩
羅
も
美
味
し
い
し
、
味
噌
汁
の
実
に
し
て
も
旨
い
。

　

千
石
豆
と
い
う
名
は
、
莢
の
形
が
千
石
船
（
せ

ん
ご
く
ぶ
ね
）
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
と
て
も

た
く
さ
ん
採
れ
る
、
つ
ま
り
千
石
も
採
れ
る
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
俗
称
と

し
て
特
に
年
配
の
人
は
「
ダ
ラ
マ
メ
」
と
も
呼
ぶ
。

北
陸
で
は
バ
カ
（
ア
ホ
）
の
事
を
「
ダ
ラ
」
と
い
い
、

『
ダ
ラ
ほ
ど
と
れ
る
』、ま
た
は
『
ダ
ラ
で
も
作
れ
る
』

と
言
う
意
味
か
ら
だ
そ
う
。

　

五
月
十
九
日
日
曜
日
、

小
松
の
「
里
山
自
然
学
校

こ
ま
つ
滝
ヶ
原
」
で
第
二

回
山
菜
検
定
が
実
施
さ
れ

た
。
環
境
王
国
に
認
定
さ

れ
た
自
然
豊
か
な
小
松
の

里
山
に
つ
い
て

山
菜
検
定
を
と

お
し
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、

交
流
人
口
拡
大

を
図
る
た
め
に

昨
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　

受
験
者
は
、

東
京
家
政
大
教

授
で
国
際
薬
膳

協
議
会
理
事
会

長
の
中
村
信
也

氏
の
講
義
の
後
、
検
定
試
験
を
受
け
、
そ
の
後
、
地

元
滝
ヶ
原
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
よ
る
山
菜
料
理
な

ど
を
味
わ
っ
た
。

　

来
年
も
山
菜
の
と
れ
る
時
期
に
、
第
三
回
の
山
菜

検
定
が
行
わ
れ
る
予
定
。

　

二
〇
一
五
年
春
に

開
催
さ
れ
る
「
第

六
十
六
回
全
国
植
樹

祭
」
の
主
会
場
が
小

松
市
の
木
場
潟
公
園

に
決
定
し
た
。
石
川

県
で
は
一
九
八
三
年

に
津
幡
町
で
開
か
れ

て
以
来
、
三
十
二
年

ぶ
り
の
開
催
に
な
る
。

　　

全
国
植
樹
祭
は
、
一
九
五
〇
年
か
ら
毎
年
、
四
七
都
道
府
県

の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
期
間
中
は
天
皇
、
皇
后

両
陛
下
に
よ
る
記
念
植
樹
な
ど
が
あ
る
。

　

今
江
潟
、
木
場
潟
、
柴
山
潟
の
加
賀
三
湖
の
う
ち
、
木
場
潟

は
唯
一
自
然
の
ま
ま
の
姿
で
残
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
野
鳥
や

水
生
植
物
が
見
ら
れ
、
ま
た
霊
峰
白
山
の
眺
望
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
「
木
場
」
の
名
は
内
陸
の
大
杉
谷
の
木
材
を
舟
で
小
松
、
安

宅
の
消
費
地
へ
運
ぶ
木
材
の
集
積
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す

る
。

小
松

　
食
の

歳
時
記

石
川
の
初
夏
の
味
覚
、

千
石
豆

※
山
菜
検
定
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、

　
小
松
市
環
境
王
国
こ
ま
つ
推
進
本
部 

　TEL 0761-24-8078

※
ハ
ウ
ス
栽
培
　
五
月
〜
七
月

　
露
地
栽
培
　
七
月
〜
十
月

自然豊かな
里山、滝ヶ原で
「山菜検定」

全国植樹祭が
小松の木場潟で

開催決定

特集

小松の春の旬を代表する東山のタケノコ

小さな旅　風薫る……加須加美の里へ

小松の町衆文化の象徴、

お旅まつりと曳山子供歌舞伎

霊峰白山を望む初夏の木場潟。
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が
訪
れ
雪
が
消
え
た
小
松
の

里
山
に
は
様
々
な
山
菜
が
顔

を
出
す
。
そ
の
中
で
も
タ
ケ
ノ
コ
は

春
の
味
覚
の
王
様
と
も
言
え
る
存
在
。

　

タ
ケ
ノ
コ
は
、「
竹
の
子
」、「
筍
」

と
も
書
く
が
、「
竹
の
子
」
は
、
竹

の
地
下
茎
か
ら
出
て
く
る
若
芽
、
竹

の
子
供
と
い
う
意
味
か
ら
、「
筍
」
は
、

成
長
が
早
く
、
地
上
に
芽
が
出
て
一

旬
（
旬
と
は
十
日
を
意
味
す
る
）
で

竹
に
な
る
こ
と
が
名
の
由
来
。

　

雪
の
下
で
じ
っ
と
春
の
訪
れ
を

待
っ
て
い
た
北
陸
地
方
の
タ
ケ
ノ
コ

は
、
雪
が
降
ら
な
い
南
の
産
地
の
も

旬
を
代
表
す
る
。

春

JA小松市の人気商品
【竹の子ごはんの素】
（420円 税込）
道の駅こまつ木場潟、
JAあぐりなどで購入できます。△

MAP
［道の駅こまつ木場潟15ページ①］
［JAあぐり 15ページ②］

▲ Pick Up

色
白
で
柔
ら
か
く
、

香
り
高
い
東
山
の

絶
品
タ
ケ
ノ
コ
を
食
す
。

小
松
の
春
の

山
の
竹
林
は
東
山
の
町
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
美
し
く

整
備
さ
れ
、
遊
歩
道
に
も
な
っ
て
い

る
。
竹
の
林
を
抜
け
て
く
る
薄
緑
色

の
淡
い
光
は
、
ど
ん
な
木
漏
れ
日
よ

り
癒
し
効
果
が
高
い
そ
う
だ
。
竹
林

を
抜
け
て
く
る
風
の
匂
い
や
音
も
、

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
。

森
林
浴
は
よ
く
聞
く
言
葉
だ
が
、
竹

林
浴
と
い
う
の
も
あ
る
そ
う
だ
。
タ

ケ
ノ
コ
の
季
節
で
な
く
て
も
、
ぜ
ひ

一
度
竹
林
浴
に
東
山
に
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

美しく整備された東山の竹林。奥まで行くとマウンテンバイクコースがある。

タケノコを傷つけないように
慎重に鍬を入れる山本達雄さん。

竹の子掘りで竹林を登ったり、下ったりで足腰が強くなる。東山町の人は皆元気だ。

東

の
よ
り
も
美
味
し
い
と
言
わ
れ
る
。

石
川
県
は
タ
ケ
ノ
コ
の
大
規
模
産
地

と
し
て
は
北
限
と
さ
れ
、
中
で
も
東

山
の
粘
土
質
の
赤
土
の
山
で
育
つ
タ

ケ
ノ
コ
は
色
白
で
、
柔
ら
か
く
甘
み

が
あ
り
香
り
も
豊
か
だ
。

　

現
在
、
東
山
で
は
三
十
軒
ほ
ど
の

農
家
が
タ
ケ
ノ
コ
を
栽
培
し
て
い
る
。

中
で
も
八
十
四
歳
に
な
る
山
本
達
雄

さ
ん
は
最
高
齢
の
タ
ケ
ノ
コ
農
家
の

一
人
。
十
歳
の
頃
か
ら
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
を
し
て
き
た
山
本
さ
ん
は
、「
タ

ケ
ノ
コ
掘
り
は
重
労
働
で
今
の
若
い

も
ん
に
は
や
っ
て
い
け
ん
」
と
言
い

な
が
ら
、
奥
さ
ん
の
文
子
さ
ん
と
一

緒
に
急
な
斜
面
を
移
動
し
な
が
ら
次

か
ら
次
と
タ
ケ
ノ
コ
を
掘
っ
て
い
く
。

　

昭
和
五
十
三
年
に
発
行
さ
れ
た

『
東
山
町
史
』
に
よ
る
と
東
山
の
タ

ケ
ノ
コ
の
歴
史
は
今
か
ら
お
よ
そ

百
七
十
年
ほ
ど
前
の
江
戸
時
代
の
天

保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
四

年
）
に
遡
る
。
商
品
と
し
て
の
タ
ケ

ノ
コ
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
大
正
時

代
で
、
お
よ
そ
百
年
の
歴
史
に
な
る
。

東
山
町
で
は
そ
の
節
目
と
し
て
、「
先

人
が
守
り
育
て
た
歴
史
と
文
化
に
感

謝
」、「
東
山
竹
の
子
ブ
ラ
ン
ド
の
創

造
と
発
信
」
を
テ
ー
マ
に
、「
竹
の

子
一
〇
〇
祭
」
の
開
催
を
計
画
し
て

い
る
と
い
う
。
町
の
活
性
化
と
町
民

の
元
気
を
醸
成
し
た
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
環
境
王
国
こ
ま
つ
事
業
と
連
携

し
、
色
白
で
柔
ら
か
い
「
東
山
竹
の

子
ブ
ラ
ン
ド
」（
色
白
美
人
）
の
更

な
る
創
造
が
狙
い
だ
と
い
う
。

　

竹
林
浴
も
ま
た

良
い
も
の
で
す
。

道の駅こまつ木場潟では
この季節、タケノコご飯

が味わえる。
道の駅こまつ木場潟
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月
十
一
日
の
雨
上
が
り
の
夕

刻
、
小
松
の
中
心
部
の
交

差
点
に
八
基
の
曳
山
が
各
町
か
ら
集

ま
っ
て
き
た
。
大
勢
の
観
客
が
見
守

る
中
、
拍
子
木
の
小
気
味
良
い
音
と

「
ヨ
ー
イ
ヤ
ハ
ッ
ス
ン
」
と
い
う
音

頭
で
、大
き
な
曳
山
が
動
く
。「
ハ
ッ

ス
ン
」
と
は
「
八
寸
（
約
三
〇
セ
ン

チ
）」
の
こ
と
で
、
拍
子
木
に
合
わ

せ
て
八
寸
だ
け
動
か
せ
と
い
う
合
図

だ
。

　

菟う
は
し橋
神
社
と
本も
と
お
り
ひ
よ
し

折
日
吉
神
社
の
祭

礼
と
し
て
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）

か
ら
三
六
〇
年
余
り
の
歴
史
を
持

つ
「
お
旅
ま
つ
り
」。
こ
の
祭
り
の

華
は
何
と
言
っ
て
も
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
に
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
る
曳
山
子
供
歌
舞
伎
だ
。

曳山八基曳揃え

現在、小松には八基の曳山があるが、

以前は十基あったものが昭和七年の

大火で二基が失われた。もっと古く

は十数基もあったとも言われてい

る。お旅まつりの祭礼として曳山を

出すかどうかは各町が独自に判断し

ていたが、子供歌舞伎を上演するに

は多大な費用と人力が必要で参加す

る曳山がだんだん少なくなってきた

ため、昭和二六年以降、毎年ニ町が

当番で曳山を出すことになり、平成

五年からは当番以外の町も歌舞伎は

上演しないものの、曳山を出し、八

基が勢揃いするようになっている。

小
松
の

町
衆
化
文
化
の
象
徴
、

お
旅
ま
つ
り
と

曳
山
子
供
歌
舞
伎
。

五 霊
峰
白
山
を
望
む
加
賀
平
野
の

水
田
に
早
苗
が
植
え
ら
れ
、

里
山
の
緑
が
色
濃
く
な
る
。

五
月
中
旬
の
四
日
間

「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
小
松
は

町
全
体
が
劇
場
と
な
り
、
躍
動
す
る
。

　

夕
日
に
空
が
染
ま
り
、
八
基
の
曳

山
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
今

年
の
当
番
町
で
あ
る
龍
助
町
と
中
町

の
曳
山
を
舞
台
に
華
麗
な
時
代
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
子
供
た
ち
が
浄
瑠
璃

と
三
味
線
に
合
わ
せ
て
歌
舞
伎
を
演

じ
る
。

　

子
供
た
ち
は
祭
り
の
数
ヶ
月
前
か

ら
台
本
を
読
み
始
め
、
一
カ
月
ほ
ど

前
か
ら
毎
日
厳
し
い
稽
古
に
励
む
。

だ
か
ら
子
供
の
歌
舞
伎
だ
か
ら
と

言
っ
て
侮
っ
て
は
い
け
な
い
。
演
技

の
レ
ベ
ル
は
か
な
り
の
も
の
で
感
動

モ
ノ
だ
。
表
舞
台
に
立
つ
子
供
た
ち

の
努
力
も
た
い
し
た
も
の
だ
が
、
そ

れ
を
支
え
る
町
の
大
人
た
ち
の
努
力

も
一
層
だ
。

子
ど
も
の
歌
舞
伎
だ
か
ら
と

侮
っ
て
は
い
け
な
い
。

の
よ
う
に
テ
レ
ビ
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
ゲ
ー
ム
機

も
な
い
時
代
の
人
々
は
、
今
か
ら
は

想
像
で
き
な
い
ほ
ど
歌
舞
伎
に
夢
中

に
な
っ
て
い
た
。

　

江
戸
の
中
期
、
加
賀
絹
と
呼
ば
れ

る
絹
織
物
で
栄
え
た
小
松
は
、
そ
の

財
力
と
前
田
利
常
公
が
小
松
に
入
城

し
て
以
来
蓄
積
し
て
き
た
職
人
の
技

に
よ
り
、
小
松
独
特
の
豪
華
な
曳
山

を
創
り
上
げ
、
子
供
歌
舞
伎
を
上
演

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
小
松

の
人
口
は
一
万
人
足
ら
ず
。
そ
の
町

に
多
い
時
で
十
数
基
も
の
曳
山
が
作

ら
れ
子
供
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
て
い

た
と
い
う
か
ら
、
い
か
に
小
松
の
町

衆
の
財
力
が
豊
富
だ
っ
た
か
、
ま
た

江
戸
時
代
の
人
々
が
歌
舞
伎
に
熱
狂

し
て
い
た
か
を
想
像
で
き
る
。

　

そ
の
歌
舞
伎
へ
の
熱
狂
は
時
代
を

経
て
昭
和
の
時
代
ま
で
続
く
が
、
戦

後
、
全
国
各
地
に
映
画
館
が
作
ら
れ
、

や
が
て
テ
レ
ビ
が
普
及
す
る
よ
う
に

な
る
と
歌
舞
伎
へ
の
熱
は
冷
め
て
い

く
。
今
年
の
当
番
町
、
龍
助
町
の
曳

山
実
行
委
員
会
の
長
谷
部
さ
ん
に
よ

る
と
、
若
い
頃
は
、
観
客
は
一
人
二

人
と
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
し
か
集
ま
ら

な
か
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

し
か
し
高
度
成
長
期
が
終
わ
り
、

人
々
が
モ
ノ
に
よ
る
豊
か
さ
か
ら
心

の
豊
か
さ
に
視
点
を
移
す
よ
う
に
な

る
と
、
祭
り
に
人
が
戻
っ
て
来
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
農
村
部

だ
け
で
な
く
都
市
部
で
も
祭
り
を
維

持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
中
、
町
衆
文
化
を
引
き
継
ぐ
小

松
の
町
の
人
た
ち
の
情
熱
、
誇
り
、

心
意
気
、
そ
し
て
小
松
市
や
地
元
企

業
な
ど
の
支
援
に
よ
り
近
年
の
曳
山

子
供
歌
舞
伎
は
盛
況
で
あ
る
。

  

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
ま
だ
小

松
の
曳
山
子
供
歌
舞
伎
を
体
験
し
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
来
年
の
五
月
に

は
ぜ
ひ
小
松
へ
お
越
し
い
た
だ
き
た

い
。

龍助町の演目「加
かがみやまこきょうのにしきえ

賀見山旧錦絵」
寛政年間の建造と伝わる曳山で二重屋根で四隅には龍の彫刻を飾り、
天井には九谷焼の名工・松本佐吉が描いた龍の墨絵がある。

中町の演目「一の谷
たにふたばぐんき

嫩軍記 熊
くまがいじんやのだん

谷陣屋之段」
寛政 10年（1798）頃に建造されたと伝えら
れている曳山で屋根下の組み物が極彩色で美
しく、柱は青貝入りの研ぎ出しと、豪華。

材木町の曳山の天井には、江戸後期の九谷焼の
名工・栗生屋源右衛門が描いた 15枚もの花鳥
図が格天井に組み込まれている。

寺町の曳山の天井。寺町出身の江戸時代の九
谷焼絵師、北市屋平吉の描いた鳳凰図が見事。

今 小
松
の
町
衆
文
化
の 

象
徴
と
し
て
。
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安
四
年
（
一
六
五
一
）
か

ら
続
く
「
お
旅
ま
つ
り
」

の
名
は
、
加
賀
藩
第
二
代
藩
主
・
前

田
利
常
公
の
隠
居
城
で
あ
っ
た
小
松

城
に
菟
橋
神
社
と
本
折
日
吉
神
社
の

神
輿
が
渡と

御ぎ
ょ

し
て
い
た
の
が
、
そ
の

後
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
よ

り
神
輿
が
氏
子
の
各
町
を
渡
御
し
て

回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
「
旅
す

る
」
と
言
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

神
様
を
乗
せ
た
神
輿
が
町
を
練
っ

て
回
る
こ
と
で
、
そ
こ
は
神
聖
な
神

様
の
土
地
と
な
り
、
町
の
人
た
ち
は

神
様
に
感
謝
し
、
神
様
と
同
じ
時
を

共
に
す
る
。

　

日
本
の
民
俗
学
の
巨
人
、
柳
田
國

男
は
、祭
り
を
「
祭
り
」
と
「
祭
礼
」

に
区
分
し
て
い
る
。
本
来
の
宗
教
的

な
行
為
が
「
祭
り
」
で
あ
り
、
見
物

人
が
集
ま
る
も
の
を
「
祭
礼
」
と
呼

ん
だ
。

　

お
旅
ま
つ
り
で
は
、
見
ら
れ
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
華
麗
な
祭
礼
と
し

て
の
曳
山
子
供
歌
舞
伎
に
ば
か
り
注

目
が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
本
来

の
「
祭
り
」
は
、
ほ
と

ん
ど
観
客
が
い
な
い
中
、

小
松
の
路
地
路
地
で
町

の
人
た
ち
に
よ
っ
て
大

切
に
執
り
行
わ
れ
て
い

る
。

　

江
戸
時
代
と
同
じ
よ

う
に
、
神
輿
が
路
地
の

奥
ま
で
駆
け
巡
り
、
猿

田
彦
が
先
導
し
、
神
馬

や
巫
女
舞
や
子
供
獅
子

が
家
々
を
周
る
。
そ
の
渡
御
行
列
の

様
子
は
江
戸
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

　

お
旅
ま
つ
り
の
本
質
は
神
様
を
お

迎
え
し
、
も
て
な
し
、
ま
た
お
送
り

す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

こ
の
本
来
の

「
祭
り
」
を
小
松

の
町
の
人
が
大
切

に
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、「
祭
礼
」

と
し
て
の
曳
山
子

供
歌
舞
伎
に
も
価

値
が
あ
る
の
だ
と

思
う
。

家々をまわる子供獅子。お獅子に頭を噛んでもら
うと、噛まれた人は１年間息災に暮らせるという。

御神輿が路地の奥まで駆け巡る。御神輿が休ん　
でいるときに、赤ちゃんをちょこんと乗せると　
元気に育つと言われている。

年中行事画帖「お旅祭」（浮見凰年画　個人蔵）
江戸時代の「お旅まつり」の様子を描いたもの。

▲

慶　
神
様
を
お
迎
え
し
、

　
も
て
な
し
、
お
送
り
す
る

 
　　「
お
旅
ま
つ
り
」

町の人は正装して神職をお迎えする。

巫女舞の奉納。こまつ曳山交流館みよっさ

△

MAP[15ページ④ ]
小松市八日市町 72-3、TEL 0761-23-3413
開館 /9:00〜21:00、一般見学 /10:00〜17:00、休館日 /12〜3月のみ
水曜、年末年始 /（12/30〜1/1）入館無料　※舞台･研修室の利用は有料。

こ
ま
つ
曳
山
交
流
館

み
よ
っ
さ
が

オ
ー
プ
ン

の
一
つ
。

　

小
松
市
は
一
九
九
八
年
に
、
今
年

の
二
月
三
日
に
逝
去
さ
れ
た
十
二
代

市
川
團
十
郎
さ
ん
に
勧
進
帳
を
披
露

す
る
協
力
を
得
て
、
そ
れ
以
来
、
全

国
子
供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
小
松
で
勧
進
帳
を
上
演
し
て
い

る
。

　

生
涯
、
歌
舞
伎
の
振
興
に
心
血
を

注
い
だ
團
十
郎
さ
ん
と
小
松
市
の
関

係
は
、
一
九
八
七
年
に
開
催
さ
れ
た

「
勧
進
帳
小
松
・
八
百
年
祭
」
に
始

ま
り
、
以
降
、
團
十
郎
さ
ん
は
何
度

も
小
松
を
訪
れ
、
曳
山
子
供
歌
舞
伎

や
、
全
国
子
供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
演
す
る
児
童
ら
を
指
導
さ

れ
、「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
小
松
を
支

援
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
團

十
郎
さ
ん
の
思
い
を
大
切
に
、
我
々

自
身
も
歌
舞
伎
を
大
切
に
守
り
、
未

来
に
つ
な
い
で
行
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

月
一
日
、
小
松
駅

か
ら
徒
歩
五
分
の

と
こ
ろ
に
、
曳
山
を
常
設

展
示
す
る
市
こ
ま
つ
曳
山

交
流
館
み
よ
っ
さ
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
館
内
に
は
稽

古
や
発
表
の
場
と
し
て
利

用
で
き
る
舞
台
、
曳
山
二

基
の
ほ
か
、
お
旅
ま
つ
り

の
由
来
や
歴
史
を
紹
介
す

る
史
料
、
説
明
パ
ネ
ル
や

衣
装
な
ど
の
展
示
ス
ペ
ー

ス
、
多
目
的
に
活
用
で
き
る
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
て
い
て
、

歌
舞
伎
の
メ
イ
ク
体
験
や
、
和
楽
器

の
体
験
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

　

市
川
團
十
郎
さ
ん
は
「
ま
ち

な
か
で
常
に
歌
舞
伎
が
感
じ
ら

れ
る
音
が
欲
し
い
」
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の

「
み
よ
っ
さ
」
が
で
き
た
こ
と

で
、
祭
り
の
期
間
以
外
で
も
小

松
の
町
衆
文
化
、
歌
舞
伎
の
伝

統
を
体
験
し
て
も
ら
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

松
は
「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
と

言
わ
れ
る
。
日
本
三
大
子
供

歌
舞
伎
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
曳
山

子
供
歌
舞
伎
が
あ
る
か
ら
と
、
歌
舞

伎
「
勧
進
帳
」
の
舞
台
で
あ
る
安
宅

の
関
が
あ
る
か
ら
だ
。
義
経･

弁
慶

の
一
行
が
安
宅
の
関
を
通
り
か
か
っ

た
折
の
物
語
は
、
七
代
目
市
川
團
十

郎
が
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に

「
勧
進
帳
」
と
し
て
上
演
し
て
以
来
、

市
川
宗
家
の
お
家
芸
、
歌
舞
伎
十
八

番
の
中
で
も
最
も
人
気
が
高
い
演
目

小

五

「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
と

市
川
團
十
郎
さ
ん
。

今年の５月 4日、5日と行われた第 15回全国子供歌舞伎フェスティバル in小
松での「勧進帳」の一場面。今年は滋賀県米原市 松翁山子ども歌舞伎と、新
潟県南魚沼市塩沢子ども歌舞伎がフェスティバルに参加し、熱演してくれた。

安宅の関の義経、弁慶、富樫の像。△

MAP［15ページ③］

小松の町衆文化の集大成とも言える 
豪華な曳山が２基展示されている。

手ぬぐいや便箋など、オ
リジナルの歌舞伎グッズ
も購入できる。

2013年 4月 24日、第 14回全国子供歌舞伎
フェスティバルの出演者に指導をしてくださ
った、市川團十郎さん。この日が、フェステ
ィバル出演者への最期の指導となった。
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四
月
の
下
旬
に
訪
れ
た
加
須
加

美
の
里
は
八
重
桜
の
濃
い
ピ
ン
ク

色
や
ガ
マ
ズ
ミ
の
白
色
と
新
緑
の

若
葉
が
風
に
揺
れ
て
空
気
が
軽
や
か
。

火ヒ
ト
モ
シ
ヤ
マ

燈
山
や
大
峰
が
蓄
え
た
豊
か
な
水

は
、
木
々
を
育
て
滓か
す
か
み上

川
と
な
っ
て

流
域
の
田
畑
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
伝
統
や
史
跡

を
残
し
て
き
た
加
須
加
美
の
里
に
は
、

本
冊
子
創
刊
号
で
取
り
上
げ
た
仏
御

前
屋
敷
跡
・
仏
御
前
墓
が
あ
り
、
地

元
で
は
、
今
も
仏
御
前
の
物
語
を
大

事
に
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

　

国
道
三
六
〇
号
線
は
一
向
一
揆
最

後
の
砦
で
あ
る
鳥
越
城
に
向
か
う
街

道
で
あ
り
、
古
来
よ
り
信
仰
さ
れ
た

岩
倉
山
（
標
高
二
九
六
ｍ
）
の
山
頂

に
は
一
向
一
揆
攻
防
の

舞
台
と
な
っ
た
岩
倉
城

跡
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

は
城
主
の
守
り
本
尊
で

最
澄
大
師
が
開
い
た
と

さ
れ
る
八
ツ
手
観
音
が

時
代
を
越
え
て
人
々
を

見
守
る
よ
う
に
静
か
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
須
加
美
の
里
の
入
り
口
、
中
海

小
学
校
近
く
に
あ
る
、
の
む
ら
農
産

の
餅
米
生
産
加
工
直
売
店
き
の
こ
の

里
は
地
元
の
人
や
市
内
近
郊
か
ら
の

お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
す
。
き
の
こ

の
里
と
い
え
ば
、”

き
の
こ
か
き
も

ち
”
や”

ご
ん
た
か
き
も
ち
”
が
人

気
商
品
。
店
内
に
は
様
々
な
種
類
の

か
き
も
ち
の
試
食
品
が
た
く
さ
ん
置

写真右が野村佳史さん。ちょうど田
植えの時期で弟の弘典さん（左）が
直播きをしていました。田植えとい
うと苗を植えている風景を思い浮か
べますが、直播きというのは、お米
の種をそのまま田んぼに播きます。
緑色の苗は一本も植えられておらず、
種が播かれた跡の小さな穴と機械の
通った線があるだけ。

原町の人びとに守り続けられている仏御前像。△

MAP［15ページ⑤］

風
薫
る
…
…
加か

す

か

み

須
加
美
の
里
へ

今
回
の
小
さ
な
旅
は
、

北
陸
自
動
車
道
小
松
イ
ン
タ
ー
か
ら

国
道
三
六
〇
号
（
空
港
軽
海
線
）
を
東
へ
約
二
十
五
分
、

車
を
走
ら
せ
た
加
須
加
美
の
里
。

農
家
と
し
て
出
来
る
こ
と
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き
の
こ
の
里
を
出
て
国
道
三
六
〇

号
を
東
へ
し
ば
ら
く
行
く
と
、
左
側

に
「
小
松
市
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。

　

小
松
の
歴
史
は
約
二
万
年
前
の
旧

石
器
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
出

土
し
た
石
器
の
形
か
ら
は
す
で
に
東

西
文
化
の
交
流
地
点
で
あ
っ
た
事
が

読
み
取
れ
ま
す
。

　

古
代
の
小
松
で
は
、
農
具
や
精
巧

な
容
器
な
ど
の
木
器
生
産
、
装
身
具

の
玉
生
産
、
織
物
生
産
な
ど
、
高
度

な
技
術
を
持
っ
た
も
の
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

時
空
を
越
え
た

現
代
へ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

か
れ
て
い
て
、
ど
れ
を
食
べ
て
も

美
味
し
く
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
素

朴
な
味
わ
い
の
す
る
商
品
ば
か
り

で
選
ぶ
の
に
迷
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

　

今
回
、
お
話
を
聞
け
た
の
は

二
十
代
目
農
家
覚
右
衛
門
、
野
村

佳
史
さ
ん
。

「
自
然
の
恵
み
を
知
り
、
自
然
の

驚
異
を
知
り
な
が
ら
、
昔
か
ら
農

家
が
し
て
き
た
事
を
農
家
と
し

て
続
け
て
い
る
ん
で
す
」 

と
い
う

二
十
代
目
の
言
葉
が
と
て
も
印
象

に
残
り
、 

静
か
な
パ
ッ
シ
ョ
ン
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

佳
史
さ
ん
の
お
父
さ
ん
、
十
九

代
目
農
家
覚
右
衛
門
、
善
覚
さ
ん

は
、
自
然
の
摂
理
を
考
え
、
調
和

と
循
環
を
と
て
も
大
切
に
し
て
田

ん
ぼ
の
土
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
に
使
っ

て
い
る
水
は
も

ち
ろ
ん
滓
上
川

か
ら
引
い
て
い

る
。
有
機
肥
料

と
直
播
き
栽
培

に
よ
り
、
自
然

の
力
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
お
米
、

そ
し
て
お
餅
が

で
き
あ
が
る
の

で
す
。

のむら農産 きのこの里△

MAP［15ページ⑥］
小松市中海町 10 ｰ 82

TEL 0761-47-4140
営業時間 / 8：00～18：00

年中無休（1月 1日～5日を除く）

人気のかきもちは
どれも素朴な味が人気。

▲

天冠の男子

K
O

M
A

T
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K
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I

小松市埋蔵文化財センター

△

MAP［15ページ⑦］
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こんな勾玉と組紐が
無料で体験できます。

　

こ
の
八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
の
出

土
品
一
〇
二
〇
点
が
平
成
二
十
三
年

六
月
に
一
括
で
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
初
と
な

る
把つ
か
つ
き
ま
せ
い
せ
っ
け
ん

付
磨
製
石
剣
や
魚
形
木
製
品
な

ど
を
見
る
と
、
当
時
の
豊
か
な
精
神

文
化
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。
特
に
印
象

的
な
の
が
魚
形
木
製
品
。
矢
羽
根
状

の
線
刻
が
さ
れ
た
上
か
ら
、
赤
と
黒

で
色
彩
さ
れ
て
い
て
、
テ
ン
ジ
ク
ダ

ツ
を
模
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
色
使
い
と
造
形
に
は

現
在
の
私
達
が
見
て
も「
素
敵
！
」っ

と
思
え
る
感
動
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
矢

田
野
町
で
発

見
さ
れ
た
矢

田
野
エ
ジ
リ

古
墳
か
ら
出

土
し
た
埴
輪

す
べ
て
が
平

成
九
年
に
一

括
で
国
の
重

要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
全

国
の
考
古
学

者
が
注
目
す

る
文
化
遺
産

を
間
近
で
見

ら
れ
る
の
が

小
松
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン

タ
ー
。
一
階

の
展
示
室
見

学
に
は
、
セ

ン
タ
ー
職
員

が
丁
寧
に
説

明
を
し
て
く
れ
ま
す
。
二
階
で
は
、

出
土
品
の
整
理
、
調
査
を
行
う
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
細
か
い
作
業
を
見

学
で
き
る
ほ
か
、
土
器
を
洗
う
・
土

器
に
記
号
を
書
く
・
土
器
の
接
合
等

の
体
験
も
可
能
で
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
ぜ
ひ
お
す
す
め

し
た
い
の
が
、
古
代
体
験
の
コ
ー

ナ
ー
。
勾
玉
作
り
、
組
み
ひ
も
体
験

が
子
供
か
ら
大
人
ま
で
出
来
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
職
員
の
北
山
さ
ん
が
優

し
く
一
緒
に
完
成
す
る
ま
で
教
え
て

く
れ
ま
す
。
初
め
て
の
体
験
で
し
た

小松市埋蔵文化財センター△

MAP［15ページ⑦］
小松市原町ト 77-8
TEL 0761-47-5713

入場無料（展示観覧は 100円、高校生以下無料）
開館 /9：00～ 17：00（入館は 16：30まで）
休館日：水曜（祝日を除く）・祝日の翌日・

12月 29日～ 1月 3日

八日市地方遺跡の出土品「魚形木製品」（常設展示ではありません）（画像提供　小松市埋蔵文化財センター）

　

加
須
加
美
の
里
の
一
番
奥
、
中
ノ

峠
ト
ン
ネ
ル
手
前
に
中
ノ
峠
物
産
販

売
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
地
元

の
人
が
採
る
、
山
の
産
物
の
販
売
と

岩
魚
の
塩
焼
き
や
定
食
な
ど
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
菜
の
ウ
ド

や
ワ
ラ
ビ
、
タ
ケ
ノ
コ
が
並
び
、
春

の
恵
み
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

販
売
所
の
お
母
さ
ん
的
存
在
の
本

一
枝
さ
ん
は
、
山
菜
等
の
下
処
理
や

調
理
方
法
や
保
存
の
仕
方
等
を
詳
し

く
教
え
て
く
れ
、 

他
の
二
名
の
女
性

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
作
り
出
す
明
る

く
暖
か
な
雰
囲
気
が
心
地
よ
い
の
で

す
。

　

店
内
の
囲
炉
裏
が
あ
り
、
一
年
を

通
し
て
毎
朝
、
本
さ
ん
が
火
を
お
こ

し
て
い
る
そ
う
。
岩
魚
は
そ
の
囲
炉

裏
で
、
三
〇
分
〜
四
〇
分
か
け
て

じ
っ
く
り
と
焼
か
れ
ま
す
。
そ
う
す

る
と
頭
か
ら
尾
ま
で
丸
ご
と
岩
魚
を

味
わ
え
る
の
で
す
。

　

ま
た
こ
こ
の
名
物
に
岩
魚
の
甘
露

煮
が
あ
り
ま
す
。
丁
寧
に
二
日
間
か

け
て
煮
込
ま
れ
た
岩
魚
は
こ
れ
も
骨

ご
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

販
売
所
に
来
て
下
さ
る
人
の
た
め

に
、
オ
ー
プ
ン
し
た
平
成
九
年
の
四

月
か
ら
ず
っ
と 

今
も
変
わ
ら
ず
岩

魚
を
焼
く
姿
か
ら
は
、
囲
炉
裏
同
様

に
本
さ
ん
の
温
も
り
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

中
ノ
峠
物
産
販
売
所
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
の
が
中
ノ
峠
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ラ
ボ
。
石
川
県
内
で
も
数
少
な

い
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
、

南
加
賀
で
は
唯
一
の
本
格
的
な
施
設
。

　

こ
の
施
設
で
は
バ
ン
ド
演
奏
・
合

唱
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ラ
オ
ケ
で

の
ボ
ー
カ
ル
録
音
等
、
幅
広
い
要
望

に
応
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
そ

れ
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
千
田
岳
夫
さ

ん
、
小
中
出
伸
江
さ
ん
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
北
野
知
子
さ
ん
の

三
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
親
切
で
丁
寧

に
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
る
か
ら
。

　

じ
っ
く
り
と
音
楽
制
作
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
り
、
合
唱
や
演
奏
の
練

習
を
納
得
で
き
る
ま
で
行
う
こ
と
の

で
き
る
宿
泊
施
設
も
完
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
に
本
格
的

録
音
ス
タ
ジ
オ
に
親
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
催
し
物
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
っ
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

じ
っ
く
り
と

音
楽
制
作
が
で
き
る
場
所

ひ
と
手
間
の
温
も
り

▲天井が高く、
　居心地の良い宿泊施設。

右から千田岳夫さん、
小中出伸江さん、
北野知子さん。

▲

中ノ峠ミュージック・ラボ△

MAP［15ページ⑨］
小松市中ノ峠町ヌ 125

TEL 0761-47-1765
営業時間 /10：00～ 00：00

休館日 /木曜
http://nakanotogemusiclab.com/

中ノ峠物産販売所△

MAP［15ページ⑧］
小松市中ノ峠町ヌ 103乙

TEL 0761-47-5263
営業時間 /10：00～ 17：00

定休日 /水曜日（祝日に当たる時は翌日）
年末年始（12月 29日～ 1月 4日）お盆（8月 15日･16日）

小松市埋蔵文化財センター

△

MAP［15ページ⑦］

が
無
事
に
仕
上
が
り
ホ
ッ
と
。
楽
し

い
も
の
づ
く
り
の
時
間
で
し
た
。

　

小
松
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

は
、
い
に
し
え
か
ら
続
く
も
の
づ
く

り
へ
の
情
熱
と
意
欲
の
息
吹
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
代
の
遺

物
は
当
時
の
名
も
無
き
匠
か
ら
現
代

の
私
達
へ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
不
思
議
な
空

間
に
ど
う
ぞ
来
ん
か
い
ね
。
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養液栽培により低農薬で味が濃いトマトが育つ。

の
中
は
空
前
の
ト
マ
ト
ブ
ー
ム
が

続
い
て
い
る
。
ト
マ
ト
に
含
ま
れ

る
成
分
が
脂
肪
の
燃
焼
を
促
進
し
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
対
策
に
効
果
が
あ
る
と
い
う

発
表
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
全
国
で
一
時

期
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
品
切
れ
が
相
次
ぎ
、

ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
生

鮮
ト
マ
ト
の
需
要
も
急
増
し
た
。

　

そ
の
ブ
ー
ム
の
影
響
だ
け
で
は
な
い
が
、

小
松
の
ト
マ
ト
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

小
松
市
は
石
川
県
最
大
、
北
陸
で
も
有
数

の
ト
マ
ト
の
産
地
で
あ
る
。
主
な
品
種
は「
桃

太
郎
は
る
か
」
と
「
麗れ
い
よ
う容

」
で
、
四
十
七
軒

の
ト
マ
ト
農
家
が
栽
培
し
、
年
間
一
五
〇
〇

ト
ン
を
出
荷
し
て
い
る
。

　

小
松
の
ト
マ
ト
栽
培
は
ハ
ウ
ス
で
の
養
液

栽
培
が
主
流
。
地
面
に
苗
を
植
え
ず
、
熱
処

理
し
た
も
み
殻
を
入
れ
た
容
器
に
根
を
張
ら

せ
て
養
液
肥
料
を
与
え
る
。
こ
の
方
法
だ
と

農
薬
を
大
幅
に
減
ら
し
、
ト
マ
ト
が
効
率
的

に
栄
養
を
吸
収
し
、
味
が
濃
い
ト
マ
ト
が
育

つ
。

　

J
A
小
松
市
施
設
園
芸
部
会
の
米
田
会

長
は
、「
小
松
の
ト
マ
ト
農
家
は
常
に
勉
強

会
を
開
き
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
良

い
ト
マ
ト
を
作
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
か
ら
、

技
術
が
高
く
、
養
液
栽
培
に
よ
る
低
農
薬
の

ト
マ
ト
は
美
味
し
く
て
酸
味
と
コ
ク
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
い
」
と
胸
を
張
る
。

　

J
A
小
松
市
が
六
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
北
陸
学
院
大
学
短
期
大
学
部
の
食

品
栄
養
学
科
な
ど
と
協
力
し
て
開
発
し
、
平

世

前列右から JA小松市秋トマト部会長の北さん、施設園芸部
会長の米田さん、春トマト部会長の木田さん。後列左は営農
部園芸課の太田さんと同じく秋田さん。

ＪＡ小松市野菜
集出荷場で朝採
れトマトが選別
され、県内や京
阪神の市場に出
荷される。

農家の情熱がぎ
ゅっと詰まった
小松のトマトは
ずっしりと重く、
味が濃い。

農
家
の

情
熱
が

詰
ま
っ
た

小
松
産
ト
マ
ト

六
次
産
業
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲
▲

ＪＡ小松市 6次産業化プロジェクトが開発したこだわりの万能ソース「太陽のトマト爽
そう
す」と「大

地のにんじん爽
そう
す」（1本 120ｇ入り 480円）。酸味と甘さのバランスが良く、サラダや焼魚、冷奴、

焼肉、フライなど様々な料理に使える。
商品の問い合わせは、ＪＡ小松市経済課 TEL 0761-23-4048まで。
Pick Up

▲

お買い求めは道の駅こまつ木場潟や JAあぐりなどで。△

MAP［道の駅こまつ木場潟 15ページ①］［JAあぐり 15ページ②］

道の駅こまつ木場潟のレストランではフレッシュなトマトの角切りが乗ったトマトカレーも人気。

農林水産大臣賞を受賞したトマトカレー。１食
あたり１個のトマトを丸ごと使い、水を使って
いないのが特徴。
「マイルド」（税込み 400円）、
「ワイルド」（同 525円）、
「ヘルシー」（同 420円）、
「プレミアム」（同 525円）
の 4種類を発売中。ギフト用のセットも人気。
商品の問い合わせは、ＪＡ小松市経済課
TEL 0761-23-4048まで。
Pick Up

▲

お買い求めは
道の駅こまつ木場潟や JAあぐりなどで。△

MAP［15ページ①］

成
二
十
一
年
発
売
を
開
始
し
た
ト
マ
ト
カ

レ
ー
は
、
そ
の
翌
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の

駅
こ
ま
つ
木
場
潟
で
の
販
売
も
追
い
風
と
な

り
、
た
ち
ま
ち
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、
平
成

二
十
二
年
度
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。

そ
の
後
、
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
今
年
二
月
ま
で

の
累
計
で
二
〇
万
個
を
売
り
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
に
は
、
生
産
量
の
二

〜
三
パ
ー
セ
ン
ト
出
て
し
ま
う
規
格
外
の
ト

マ
ト
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
活
用
に

よ
り
農
家
の
収
益
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

米
田
会
長
は
「
今
ま
で
見
栄
え
が
悪
い
だ

け
で
市
場
に
出
荷
で
き
な
か
っ
た
ト
マ
ト
を

有
効
活
用
し
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
。
お
陰
様
で
小
松
で
は
都
会
か
ら
U

タ
ー
ン
で
農
家
を
す
る
人
も
増
え
て
い
る
し
、

年
配
者
も
若
い
人
も
お
互
い
に
頑
張
っ
て
い

て
小
松
の
農
家
は
元
気
が
あ
る
。
今
後
も
小

松
市
の
六
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待

し
て
い
る
し
、
協
力
も
し
て
い
き
た
い
」
と

言
う
。

　

J
A
小
松
市
で
は
、
昨
年
、
ト
マ
ト
を

贅
沢
に
使
っ
た
甘
酸
っ
ぱ
い
ト
マ
ト
の
お

茶
「
ト
マ
テ
ィ
ー
」
を
、
今
年
の
四
月
に

は
、
ト
マ
ト
の
爽
や
か
な
酸
味
に
こ
だ
わ
っ

た
万
能
ソ
ー
ス
「
太
陽
の
ト
マ
ト
爽そ
う

す
」
と

ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
「
大
地
の
に
ん
じ
ん
爽そ
う

す
」
を
発
売
し
た
。
今
後
も
ト
マ
ト
ジ
ャ
ム

や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
企
画
も
続
く
の

で
、
ど
ん
な
商
品
が
出
て
く
る
の
か
楽
し
み

だ
。
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六
月
六
日
、

地
元
の
農

産
物
な
ど
を

使
っ
た
特
産

品
開
発
を
目

指
す
Ｊ
Ａ
小

松
市
女
性
部

加
工
部
会
が
、

日
末
町
に
あ

る
ア
グ
リ
加

工
場
で
「
田

舎
ま
ん
じ
ゅ

う
」
づ
く
り

の
講
習
会
を

開
い
た
。
女

性
部
加
工
部
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
元
で
採
れ

た
農
産
物
を
様
々
に
加
工
し
て
直
売
所
「
J
A
あ

ぐ
り
」
や
「
道
の
駅
こ
ま
つ
木
場
潟
」
で
販
売
し

て
き
た
が
、
今
後
は
今
ま
で
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ

た
甘
味
商
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
の
講
習
会
の
開
催
と
な
っ
た
。
将
来
的

に
は
、
小
松
特
産
の
ト
マ
ト
や
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ

た
ま
ん
じ
ゅ
う
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
女
性
部
加
工
部
会
を
引
っ
張
っ
て
い
る
の

が
、
会
長
の
中
谷
愛
子
さ
ん
。

　

愛
子
さ
ん
は
、
ご
主
人
や
息
子
さ
ん
と
、
今
江

町
に
あ
る
「
な
か
た
に
農
園
」
を
切
り
盛
り
し
て

い
る
。
中
谷
さ
ん
の
ご
主
人
、
進
一
さ
ん
が
小
学

生
の
時
に
、
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
た
お
父
さ
ん

を
亡
く
し
、
そ
の
後
、
一
人
で
農
業
を
続
け
て
い

た
お
母
さ
ん
が
病
気
で
倒
れ
た
の
を
機
会
に
進
一

さ
ん
が
就
農
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
役
所
に
勤
め

て
い
た
愛
子
さ
ん
も
、
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
農

業
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ご
主
人
の
想
い
に

応
え
よ
う
と
、
農
業
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
は
、
お
米
と
葉
た
ば
こ
を
メ
イ
ン
に
大
根
や

キ
ャ
ベ
ツ
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
も
栽
培
し
て
い
る
。

　

そ
の
愛
子
さ
ん
が
、
加
工
部
会
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
J
A
小
松
市
女
性
部
が

昭
和
五
十
九
年
か
ら
地
域
貢
献
の
た
め
に
始
め
た

「
き
れ
い
な
町
づ
く
り 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
で
苗
栽

培
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
こ
と
。
そ
の
後
、
様
々

な
活
動
に
参
加
し
、
女
性
部
加
工
部
会
の
部
会
長

に
な
っ
て
か
ら
は
勉
強
会
を
開
催
し
た
り
、
他
の

産
地
の
見
学
に
出
か
け
た
り
、
売
り
方
の
勉
強
を

行
っ
た
り
と
活
発
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
「
な
か
た
に
農
園
」
で
も
、
農
閑
期
を
利
用
し
た

農
産
物
加
工
品
の
製
造
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

加
工
用
の
倉
庫
を
新
築
し
、
食
品
乾
燥
機
や
真
空

パ
ッ
ク
機
を
導
入
し
た
。

　

自
慢
の
大
根
か
ら
丁
寧
に
仕
上
げ
る
切
り
干
し

大
根
は
、
素
朴
な
旨
み
が
あ
っ
て
と
て
も
美
味
し

い
と
評
判
で
、
近
く
の
保
育
所
か
ら
も
定
期
的
に

注
文
が
入
り
、
小
学
校
の
給
食
で
も
使
わ
れ
て
い

る
。
愛
子
さ
ん
は
「
学
校
か
ら
の
注
文
は
量
が
多

い
し
、
価
格
的
に
も
大
変
だ
け
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
は
地
元
の
安
心
で
美
味
し
い
農
産
物
を
食
べ
て

も
ら
い
た
い
か
ら
」
と
言
う
。

　

今
後
は
「
是
非
加
工
部
会
で
新
商
品
を
開
発
し

て
み
た
い
。
個
人
的
に
は
、
う
ち
の
八
十
二
歳
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
今
も
元
気
で
作
っ
て
い
る
カ
ボ

チ
ャ
を
加
工
し
て
商
品
化
し
て
み
た
い
。
ま
た
試

作
し
た
干
し
芋
も
人
気
な
の
で
、
量
を
増
や
し
て

ゆ
き
た
い
」
と
愛
子
さ
ん
は
増
々
意
欲
的
だ
。

JA小松市女性部加工部会が開催した「田舎まんじゅう」づくりの講習会。

なかたに農園こだわりの乾燥野菜。
左から「干し芋」、「切り干し大根」、「乾燥トマト」 

なかたに農園の中谷愛子さん。

　
本
誌
の
「
小
さ
な
旅
」
で
も
紹
介
し
た
、
中
ノ
峠
物

産
販
売
所
の
「
峠
み
そ
」。
五
～
六
年
ほ
ど
前
か
ら
作
り

始
め
た
と
い
う
自
家
製
の
味
噌
は
、
寒
の
内
（
一
月
五

日
頃
の
寒
の
入
り
か
ら
二
月
三
日
頃
の
節
分
の
頃
ま
で

の
期
間
）
に
、
小
松
の
山
間
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
大

豆
と
、
能
美
市
に
あ
る
高
橋
糀
店
の
良
質
の
糀
、
塩
を

使
っ
て
仕
込
む
。

　
甘
味
が
あ
っ
て
素
朴
で
懐
か
し
い
風
味
の
味
噌
は
、

ラ
ベ
ル
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
、
ま
さ
に
「
田
舎
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
味
」
だ
。
中
ノ
峠
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
し
て
、

岩
魚
を
食
べ
て
、
お
土
産
に
は
「
峠
み
そ
」
を
ど
う
ぞ
。

中ノ峠物産販売所の「峠みそ」

中ノ峠物産販売所△

MAP［15ページ⑧］
小松市中ノ峠町ヌ 103 乙
TEL 0761-47-5263
営業時間：10 時 00 分～ 17 時 00 分
定休日：水曜日（祝日に当たる時は翌日）、
年末年始 (12 月 29 日 ~1 月 4 日 )、
お盆 (8 月 15 日 ･16 日 )

△

MAP［15ページ⑩］
峠みそ 900グラム入り 1,000円（税込み）

商品の問い合わせは、
中谷さん宅 TEL 0761-21-2203まで。
Pick Up

▲

お買い求めは道の駅こまつ木場潟や JAあぐりなどで。

新幹線（越後湯沢経由） 4時間20分
新幹線（米原経由） ４時間
高速バス（八王子行き） ８時間50分

特急電車 ２時間10分
高速バス ４時間10分
車 3時間30分

特急電車 ２時間10分
高速バス 3時間10分
車 2時間30分

 ※ JRの時間は最速列車の場合です。

東
京

大
阪

名
古
屋

列車・バス・車で


